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公益社団法人 日本義肢装具士協会 

文京区本郷 5-32-7 

  



Ⅰ. 公益目的事業 

 

1 義肢装具をはじめとした福祉用具を必要とする者の生活の質の向上に資する事業 

1-1 講座事業 

本事業では、国民に対し、義肢装具等の福祉用具を必要とすることが非日常ではないことや、義肢 装

具等の福祉用具を使用しながら良質な日常生活を送ることに対する理解を深め、対象者の日常生活 の質

の向上を目的として実施した。 

1) 障害者、義肢装具士の啓もうに関する事業 

小学生や中学生など一般者を対象に、障害の理解、パラアスリートとこれを支援する義肢装具士に関す

る理解を目的に交流イベントを開催した。 

＜義肢装具体験イベント＞ 

日程：2021 年 5 月 15 日（土） ※緊急事態宣言発出のため開催中止 

場所：西東京市立 保谷中学校 

時間：8 時 45 分 ～ 11 時 35 分（1～3 時間目） 

対象：1 年生 5 クラス＋のびる組 約 210 名 

内容： ① 講義「障がいのある方々と、義肢装具士の関わり」 

・講義、義足ユーザーによる日常動作パフォーマンス、採型デモ 

② 各種体験 

・装具装着体験＆高齢者疑似体験＆筋電義手デモ 

・展示品閲覧＆筋電義手体験＆骨格義足組み立て体験 

・義足ユーザー交流 

 

日程：2021 年 9 月 25 日（土） 

場所：中野区立 南中野中学校 

時間：1 時間目～3 時間目（1 コマ 50 分、同内容を 70 名程度に 3 コマ） 

対象：1、2 年生（約 220 名）・教職員 

内容： ① 義肢装具士による講義 ：「障がいのある方々と、義肢装具士の関わり」 

・対象の義肢装具掲示 

② 義肢装具の展示 

 

日程：2021 年 11 月 17 日（水） 

場所：東京都立 井草高等学校 

時間：13 時 20 分 ～ 15 時 00 分（1 コマ 45 分、同内容を 2 コマ） 

対象：高校 1 年生（25 名：1 コマで約半数） 



内容：① 講義「障がいのある方々と、義肢装具士の関わり」 

② 講師（PO）が模擬義足を装着しての義足歩行パフォーマンスと質疑応答 

 

＜オリ・パラ教育推進支援プログラム（その１）＞ 

日程：2021 年 7 月 15 日（木） 

場所：東京都立 杉並工業高等学校 

時間：9 時 45 分 ～ 12 時 25 分（1～3 時間目） 

対象：高校 2 年生（110 名）・教職員 

内容：① 義肢装具士による講義： 

「障害を抱えた人々を支える義肢装具 パラリンピックと義肢装具士」 

② 大腿義足ユーザーによる講演： 

「障がいのある人の心理」、「ダイバーシティーとは」、「立位障がい者テニス」 

※大腿義足ユーザー（日本障がい者立位テニス協会 選手） 

③ 講義：「義肢装具士 進路プレゼンテーション」 

④ 大腿義足ユーザーによる日常動作・立位テニスのパフォーマンス 

⑤ 義肢装具展示 

 

＜オリ・パラ教育推進支援プログラム（その２）＞ 

日程：2021 年 11 月 25 日（木） 

場所：江東区立 深川第四中学校 

時間：9 時 40 分 ～ 12 時 30 分（2～4 時間目） 

対象：中学 2 年生（165 名）・教職員 

内容：① 義肢装具士による講義： 

「障害を抱えた人々を支える義肢装具 パラリンピックと義肢装具士」 

・大腿義足ユーザーによる日常動作 

② 義肢装具展示・閲覧（約 40 点） 

③ 体験義足(代表生徒 6 名) 

④ 採型体験(代表生徒 3 名) 

⑤ 大腿義足ユーザーによる講演： 

「障がいのある人の心理」、「ダイバーシティーとは」、「立位障がい者テニス」 

※大腿義足ユーザー（日本障がい者立位テニス協会 選手） 

・大腿義足ユーザーによる立位テニスのパフォーマンス 

・講義と講演について質疑応答 

 



＜オリ・パラ教育推進支援プログラム（その３）＞ 

日程：2022 年 2 月 3 日（木） 

場所：品川区立 豊葉の杜学園 （Web 開催） 

時間：8 時 40 分 ～ 10 時 30 分（1～2 時間目） 

対象：7 年生（中学 1 年生）（134 名） 

内容：「義肢装具士に学ぶ」 ※学校希望テーマ 

① 義肢装具士による講義 

② 義足ユーザーによる講演 

※大腿義足ユーザー（日本障がい者立位テニス協会 代表） 

③ 質疑応答 

 

1-2 災害時支援事業 

本事業では、国内外の自然災害等の被災地域において被災生活を送る者への生活支援及び義肢装具 等

の福祉用具の供給に関する支援を各行政機関や関連団体と連携して実施した。 

1) JRATの構成団体としての取り組み (大規模災害被災者支援に関する事業) 

■常任理事会 

・一社日本災害リハビリテーション支援協会（JRAT）の理事会、広報委員会、研修企画委員会、及び

地域 JRAT 組織化支援委員会のそれぞれに理事及び委員を派遣した。 

■北海道支部 

・北海道災害リハビリテーション推進協議会（DoRAT）において活動を行った。 

・定例会議、および広報委員会会議への参加  

■南日本支部 

・南日本支部各県に対し協力委員を選出した。 

 

2 義肢装具をはじめとした福祉用具に関する学術・技術の向上、研究開発及びその成果の普及・振興に

資する事業 

2-1 学術大会に関する事業 

 本事業では、義肢装具等福祉用具に関する学術を普及・発展させ、臨床に役立つ知識と技術を向上させ

る目的で、教育講演並びに対象者に関する医療、リハビリテーション及び日常生活面での援について臨

床経験又は学術経験を有する者の研究成果発表、及び最新機器等の情報提供を行う。 

1) 2021 年度 日本義肢装具士協会学術大会 

会 期 ：2021 年 7 月 1 日～7 月 18 日 

開催形式：オンデマンドWeb 開催 

 



2-2 研修セミナーに関する事業 

本事業は、義肢装具士が義肢装具等の福祉用具に関する最新技術又は知識を学び、臨床において従 来

から実施している医療技術を応用発展することで、対象者へより良質な医療技術の提供を実現する こと

を目的とする。 

1) 研修セミナーの開催 

■開催日時：2021 年 9 月 11 日（土）開催  

テーマ：生活を支える義肢装具・今後の義肢装具士の役割と課題第 3 弾 

～在宅義足ユーザー支援の見直し～ 

参加者：49 名（正会員 45 名，非会員 3 名，購読会員 1 名） 

開催方法：オンデマンド Youtube 配信＋オンライン座談会 

■開催日時：2021 年 11 月 6 日（土） 

テーマ：プリプレグカーボン装具製作法 ～プロから学ぶ材料選定から積層・硬化まで～ 

参加者：40 名 

開催方法：オンデマンド Youtube 配信＋オンライン座談会 

■開催日時：2021 年 12 月 19 日（日） 

テーマ：変形性膝関節症の評価と装具によるアプローチ 

参加者：28 名 

開催方法：オンデマンド Youtube 配信＋オンライン座談会 

■開催日時：2022 年 2 月 1 日～2 月 14 日（日） 

テーマ：側弯装具 ～テクニカルセミナー～ 

定員：163 名（正会員 144 名，非会員 15 名，学生会員 4 名） 

開催方法：オンデマンド Youtube 配信 

■開催日時：2021 年 10 月 10 日（日）➡2022 年 2 月 20 日（日）延期 

テーマ：定型化する側弯症装具 

参加者：61 名 

開催方法：オンライン 

■開催日時：2022 年 3 月 6 日（日） 

テーマ：義肢装具適合に必要な評価学 ～低活動下肢切断者へのアプローチ～. 

参加者：92 名（正会員 61 名，19 名，非会員 11 名） 

開催方法：オンデマンド Youtube 配信＋オンライン座談会 

 

 

2-3 新たに資格を取得した者に対する教育セミナー（生涯学習に関する事業） 

本事業は、新たに義肢装具士の資格を取得した者に対し、義肢装具士の業務について理解を深め、 義



肢装具士が対象者にとって医療技術を習得した専門家としての支援者になるための育成カリキュラムを

提供する。 

1) 生涯学習システム基礎プログラムの実施 

新型コロナ感染症の影響により 2021 年度の生涯学習システム基礎プログラムを全て中止した。 

 

 

3 国際協力及び貢献に資する事業 

3-1 国際支援活動事業 

本事業は、福祉用具に関する技術及び使用に関して発展・開発途上にある国又は地域の人々に対する支

援として、海外在住の対象者(国籍問わず)に対し、日本の福祉用具に関する最新医療技術を提供 する義

肢装具士の活動に対して助成するもので、義肢装具士の技術及び臨床経験を活かして、海外の対象者の

日常生活の質の向上及び福祉用具の普及・発展を図るための、国際協力・国際貢献事業である。 

1) 国際支援活動助成事業 

令和３年度において、国際支援活動助成申請はなかった。 

 

3-2 関連団体との連携・支援事業 

本事業では、医療技術関連団体と連携協力し、国内外の福祉用具に関する医療技術の普及・発展に 貢

献できるよう活動を行う。公益法人及び公益性のある団体が実施する学術、教育、講演、国際支援 など

の活動に対し、学術・技能向上のための提携交流、支援活動、助成等を行うことがある。  

1) 義肢装具関連団体との協力・協働事業の実施 

義肢装具関連 3 団体協議会への参画 

日本義肢協会各支部との連携 

香港義肢矯形師學會との交流 

 

 

4 義肢装具をはじめとした福祉用具に関する刊行物の発行及び調査研究事業 

4-1 学術誌の発行 

福祉用具に関する学術論文集として、学術大会等で発表され、その研究成果について討議された義 肢

装具士の優れた研究論文及び義肢装具士の職域に関連する学術情報を特集記事として提供する学 術誌

を発行する。 

1) PO アカデミージャーナルの発行 

29 巻 1 号：「再生医療と義肢装具」 

29 巻 2 号：「生活期の装具」 

29 巻 3 号：「感染症と義肢装具士」 



29 巻 4 号：「義肢装具における３D プリンターの現状と可能性」 

 

4-2 白書の発行 

『義肢装具士白書 2022』の刊行へ向けた準備 

 

 

Ⅱ. その他の事業（相互扶助等事業） 

 

1. WEB サイトでの会員限定の情報提供 

義肢装具士求人情報の掲載 

理事会・委員会等の議事録の掲載 

 

2. 各支部(地域)での会員管理や運営方法についての会議 

北海道支部 令和 4 年 3 月 13 日 

東北支部 令和 4 年 1 月 15 日 

東日本支部 令和 4 年 3 月 20 日 

 

3. 会員表彰 

1）第 5 期最多単位取得者表彰 

第 5 期最多単位取得者の表彰に向けた単位集計 

 

4. 全正会員を対象とした義肢装具士賠償責任保険制度 

全正会員の賠償責任保険への加入。任意加入保険の検討。 

 

Ⅲ. 理事会、総会等の開催 

 

1. 理事会の開催 

第 1 回 令和３年 6 月 26 日 10：00～15：00 形式：テレビ会議（Zoom） 

第 2 回 令和３年 7 月 17 日 11:30～12:00 形式：テレビ会議（Zoom） 

第 3 回 令和３年 9 月 11 日 9：30～9：50 形式：テレビ会議（Zoom） 

第 4 回 令和３年 9 月 26 日 10：00～16:00 形式：テレビ会議（Zoom） 

第 5 回 令和 3 年 12 月 18 日 10：00～16:00 形式：テレビ会議（Zoom） 

第 6 回 令和４年 3 月 19 日 10：00～16：00 形式：テレビ会議（Zoom） 

第 7 回 令和４年 4 月 18 日 19：00～19：30 形式：テレビ会議（Zoom） 



 

 

2. 常任理事会の開催 

第 1 回 令和 3 年 5 月 22 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 2 回 令和 3 年 6 月 5 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 3 回 令和 3 年 7 月 10 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 4 回 令和 3 年 8 月 7 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 5 回 令和 3 年 9 月 11 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 6 回 令和 3 年 10 月 9 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 7 回 令和 3 年 11 月 13 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 8 回 令和 3 年 12 月 11 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 9 回 令和４年 1 月 8 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 10 回 令和４年 2 月 12 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 11 回 令和４年 3 月 12 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

第 12 回 令和４年 4 月 2 日   形式：テレビ会議（Zoom） 

 

3. 社員総会の開催 

3-1 定時社員総会 

令和 3 年 7 月 17 日 令和 3 年度 事業報告書・計算書類承認の件等 

 

 

  



 

 

事業報告の附属明細書 

 

令和 3年度（令和 3年 5月 1日～令和 4年 4月 30日）事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法

人に関する法律施行規則」第 34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事

項」が存在しないので作成しない。 

 

 

  

公益社団法人 日本義肢装具士協会 

 


